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1 .まえがき

ので、
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(角}I 1988)によ

11の流域には、大

11合流点付近から

に、田万平野(ま

南町、
て》

O 

この田方平野には、

に海水が侵入しー

な内湾が形成された。こ

し、特徴ある表層を形成している O

を主体とするも

と称される大き

この

えている O

について、主と

して当社が保有するボーリングの資料に某づい

て、取りまとめを行った。その結果の概要

するO

沼津市中心部、=

駿地区、田方地区を含む広域の

については、鈴木@橋

本。落合(1952)、土@高橋(1972)、

高木(1981)の包括的な研究があ

るO これらの文献による地質区

分の対比には、一部で疑問が

残っているが、本報による地質

区分を併せて表1に示す。

o 5 10主m
a 

図 1 田方平野位置図

1 地質対比一覧表

本報

現河床堆横物層 新期堆積層

2段丘の砂穣層 黄瀬JI1層

上部シルト 褐色シノレト 上部層

第2段丘の泥層上部砂層 上部砂磯層 出方層 中部謄

下部シルト 上部粘土層 下部層

下部砂層 下部麿 最下部層
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なお、田方平野 @長泉町@清水町@函南町@韮山町@ @大仁町@

修善寺町の 2市7町全域において、当社が担当し実施したボーリングは総計して 1，973件、 4，080本、

71，229 m に達する O この内の 80%以上は出方平野を主とする狩野川沿いの低平地およびその周辺で

されたものであるO

2.地質の概要

出方平野の基盤は、西側の静浦山地の新第三紀中新統@鮮新統と、東側の第四紀更新世の箱根 e湯

河原@多賀@宇佐美火山岩類により構成されている O また、新富士火山の!日期溶岩に

が、約 1万年前に北方から流下し、南縁は現在の田方平野の北部にまで達しん-0

古狩野湾が形成された縄文海進の時期には、四方の富士川方面から排出された大量の土砂が、駿河

湾最奥部を東流する湾岸流によって運搬され、愛鷹山南麓一帯に海成の玉石@砂探腐として堆積し、

一部はこの古狩野湾にまで達して、表鰭の最下部層とし

平野の一部、特に南縁部付近では、古狩野JI¥による河川成の玉石@

れも最下部層にまとめて示した。

った。なお、田方

うO 便宜的にこ

古狩野湾には、基盤が分布する香寅山およびその周辺の山地と、北方から流下してきたコ

張り出しとの間の、狩野JlI柿田JlI合流点付近に狭溢部が形成され、それより上流では湾の水面が開

けて、湖状を皇したと推定されるO 古狩野湾における最下部臆の堆積の後に、今度は古狩野JlIからの

この滞状の内湾を埋め し、ここ としてい

る泥質物を主体とする汽水性内湾堆積層が形成された。 として取り扱う O

田方層は、シノレトを シル

により構成される O この 3部層による累積構造は非常に

ら修善寺町中北部に到る出方平野の殆ど全域に

って認められ、田方}曹の特筆すべき鰭棺となっているO 中部層の白色軽石は天城火山に属するカワ

ゴ平の爆発(約2800年前)によるものである O

これらの 3部層拡整合的に し、ほぽ水平に分布しているので、平坦な として上

まとまっ部層が地表に現れ、 している しユ。

に現れるのは、田方層分布の南縁部のみである O の下位の最下部層もまた、

に限られる Oは地表下に潜在し、地表に現れるの

の地表分布の北縁は、立

された麗状地性堆積層(黄瀬Jfl

に北へ連続するが、

、その分布を終わっている O

山方面から 11によって搬出

れる O 田方層は黄瀬川 ら地表下

、南へ傾斜する一 にアパットする形

このように田方層の分布は、北方では三島溶岩によって押さえられて終わっているが、ここから

方へ向かつて、前述の古狩野湾の狭隆部方面へ連続している模様であるO ただし、この狭経部は内湾

性古狩野湾の出口に相当する部分で、これより西は駿河湾の外海に接続している O 従って、古狩野川

によって搬出された細粒物質は、駿河湾の最奥部を東流する湾岸流に曝され、まとまって堆積するこ
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を中心とする (図 2) 

@清水町@

は

する O ここでは、

3.1 

7 

の毘辺で、南北約 17

の分布状況をまとめて

4~6km 

る るO

は、狩野川西岸の山地に分布する

る第四紀更新世の箱根@湯河原 φ

中新統@ に分布す

により構成

されるO ただし、表鰻地質問では細分せず、一括して、基盤として示すに止めた。基盤は、このよう

に山地を構成するばかりでなく、平坦地から突出する残丘状の小丘として、田万平野の各所でその分

布が認められる O

3.2 

田方平野の低平地の地表に三島溶岩が分布することはない。三島溶岩のまとまった地表分布は、三

島市の楽寿菌やJR三島駅、およびそれらの周辺で認められる O なお地表下では、柿田JlI付近で田方

麗が三島溶岩を覆い、これにアパットしているのが認められる O 三島溶岩は約 1万年前に流下し、縄
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文海進の時期に形成された

は、既 していたと考えられる O

や古狩野湾の汽水性内湾堆積躍である出方層の堆積時に

3.3 最下部層

出方平野の表層の最下部には、基盤や三島溶岩を覆い、田方層に覆われる玉石@砂擦層の分布が認

められる O これは青色系の部分や貝殻片をしばしば含み、海成であることを示すもので、

的な位置の類似から、沼津市中心部の千本松原一帯に分布する玉石@砂繰層(千本松原層)に対比さ

れる可能性があるが、分和上の直接の関係はまだ得られていないので、ここでは最下部層として取り

扱う O 一般にN値は高く、反発して貫入不能の場合が多い。

地質断面で認められるように、この種の玉石@砂擦層

田方平野の下部のほぽ全域に

って認められるO ただし、

青色部分や貝殻片を含んで海

成であることが確認できるの

は、伊豆長岡町南部以北で、

それより南方では海成である

証拠は認められず、古狩野湾

もこの付近では汽水性から陸

水性に移行している可能性が

あるO 修善寺町域の北部で地

に現れる玉石@砂際層にも、

海成を示す特徴は認められな

し〉カ宝、 に含めて取

り扱うことにするO

3.4 田方層

既に述べたように、田方平

野では下部層@中部層@上部

の3層構造が広範囲に亙っ

て保存され、これらの 3

ほぽ水平に分布しているO

従って地表には主とし

層が現れ、中部層や下部!曹は

その下にあって、地表に現れ

るのは分布の南限に近い極く

限られた範囲にとどまってい

るO

の下位に広く分布し、は

4
G
I
 

図2 田方平野表層地質平面図
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密3 出方平野

(1) 

く分布するもので、

と

海成で

きるの

この付近で汽

して、広く、

く認められるが、

れより は謀成である

水性から

で、

くなっ

より 60m以上も浅くなっているのは、その現れであろう O

に広く覆われ、その地表分布は、田方層分布の宿縁部に限られて、大仁町一

1I沿いの極く一部で認められるのみであるO

は低く、 10以下の場合が多い。

(2) 

下部層と同様に、その地表分布は限られていて、田方層分布の高縁部およびその周辺で認められる

にシルト とし、 N値

のみであるO ただし、伊豆長岡町一大仁町境界付近の狩野]11沿いで、やや広く地表に現れているのが

認められるO 既に述べたように、本層にはカワゴ平の爆発に由来する白色の石英安山岩質軽石@浮砂

が特徴的に含まれる O 一般に砂探質で、 N{I直は 10~40 を示す場合が多い。

(3) 

田方平野の地表部の主要部分を構成して、ほぽ水平に分布するO 分布の南限は大仁町一修善寺町境

界付近にあり、下位の中部層や下部層を介して最下部膚を覆って、その分布を終わる O 一方、地表分

布の北限は三島市南部@清水町中部・函南町南部付近にあり、それより北では黄瀬]11麿の黒色砂層に

覆われれが、黄瀬]11層の下部でも分布は続き、国道1号線付近の地表下で、三島溶岩にアパットする

模様であるO 東側および西側では、それぞれ基盤山地の傾斜基盤面にアパットする。シルト~泥を

体とする堆積層で、 N値は低く、 0~5 程度を示す場合が多い。
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3.5 火山灰質粘性土層

田方平野南縁に近い修善寺町中北部において、田方層分布の南限より南では、最下部層を覆って、

褐色の非海成火山灰質粘性土層が、狩野]11本流及びその支流の大見JlI"古川に沿って、広く分布する O

はやや傾斜した河岸斜面上にも認められ、田方層がほぼ水平な累積構造を示すのに反して、傾斜

した斜面上にも堆積している O また、層相が出方謄では見られない火山灰質である点も

こでは、田方層とは別の層として取り扱うことにするO

して、こ

この火山灰質粘性土層には、田方層中部層と伺じように、カワゴ平起源と推定される軽石@浮砂が

しばしば合まれ、特にカワゴ平火山に源を発する大見JlI流域で顕著に認められる O この点から見て、

この粘性土層は田方崩と同時異相の関係にあると考えられるO

3.6 黄瀬JI¥麗

富士山起源の玄武岩質砂~砂擦が、黄瀬JI[によって

しているO これが黄瀬川層で、下位およ

され、黄瀬JlI下流部に爵状地として

と、上部および中心部の砂諜層によ

り されるO 田方平野の北部では、

お、黄瀬JlIJ曹の下底部にはシノレト

く田方層上部躍を覆って分布するO な

さ:2 '"'-' 3 m)が連続性良く分布し百しばしば軽おを含む。

3.7 

(1) 

て取り扱った。

(2) 

ら清水町にかけて、 [1 

2，500 m警南北約 750m

って、

つ られる O こ とし

によって形成された微高地と

111替の黒色砂層@砂諜層およ

との間の低地を埋めて堆積し

って分布する O

(3) 深沢JlI

大仁町の深沢JI/下流域 る扇状地 る

フO

4.田方麗の分布範囲

の分布は、本稿の主要課題であるので、改めてここでまとめ

には基盤が分布する香貫山およびその周辺の山地と、北方から流下してき

間の、狩野]11-柿田JlI合流点付近に狭陸部が形成され、それより

よ

ることにするO 古狩野

り出しの

けて、湖状を

したと推定される O 出方層の主要部はこの湖状の内湾に堆積したもので、田万平野はこのような部

分で形成された。

田方平野の西部には、新第三紀の中新統@鮮新統により構成される山地が、また、東部には、

紀更新世の火山により構成される山地が広く分布し、 は、西方および東方では、これら

の基盤に対してアパットしている(図3参照)。

南方へ向かつては、田方層の分布は、伊豆箱根鉄道駿立本線の修善寺駅北方付近まで追跡、で
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きる O この付近では田方麗は最下部層を覆うが、

れ、 していない。こ る。

北方では、

その分布を終わり、その北方では

て、

の出口

出さ

の分布は、北方でげー

ることは無かったと

なわち、内湾性堆積物騒としての

よって押さえら

る形で、

っている O

っているが、ここから西方へ向かっ

いる O 従って、

る

11によっ

まとまって増

は、出方層の 3層構造は認められない。

は狭盤部付近で終わっていると考えられる O

このように、狭監部以西では明瞭な 3 は崩れているが、カワゴ平起源の

に西万に及んでいる

(1992)により

以上のように、

シノレト

は南北方向に約15km

シノレト 五.Y設mazaki

gpがそれである O

は南縁部の約

50mから北縁部での約土 Omまで変化し、 は平均で18m， るO

お る

の下位には、主として

るO

5.まとめ

て

によれば、

は 60111に

き

も深い部分

ることが判明し

を提供すると思

に関す

る概要を、ここにまとめ ことにする O

(1)こ

(2) その後、

し、

によって、

性躍が、内湾の底部に表層

約1 に流下し、

し1'-0 

に、現在の狩野)11沿いの低平地に海水が進入して、現在の修

と称される内湾が形成された。この内湾に向かつて、

11方面から多量の土砂が供給され、玉石@砂礁からなる海性~汽水

として堆積した。ただし、内湾の奥部では に近くなり、

狩野]11によって搬出された河成砂穣層が主体をなすようになる模様である O

(3) 古狩野湾への海進が終わらない内に、狩野)I[から排出された微~細粒堆漬物(泥~シノレト)を

主体とする内湾性準積属が、汽水環境の下で形成された。これを田方層と仮称する O 田方層は泥~シ

ノレトを主体とするが、間に軽石@浮砂を主体とする砂層を挟み、これによって下部層(泥~シルト)、

中部層(軽石@浮砂)、上部賭(泥~シルト)の3部謄に区分される O 中部層の軽石@浮砂は、約2800

年前のカワゴ平火山の爆発に由来するものである。また、田方層の場合も最下部層と同じく、内湾の

-23-



奥部では陸水環境に近くなる模様である O

(4) 田方層の下。中@上部層からなる 3層構造は、出方平野の地表下で良く保存され、殆ど全域に

って認められ、ほほ水平に分布する O この場合、地表に現れるのは主として上部層で、中部層や下

はその下に潜在し、地表に現れるのは田方層分布の南縁付近に限られる O

(5) 田方平野南縁に近い修善寺町中北部において、田方層分布南限のさらに南方では、最下部層を

って、褐色の非海成火山灰質粘性土騒が、狩野川本流及びその支流の大見JlI・古JlIに沿って、広く

分布するO 本層はやや傾斜した河岸斜面上にも認められ、田方層がほぼ水平な累積構造を示すのに反

して、傾斜した斜面上にも堆積しているO また、層桔が田方層では見られない火山灰質である点、も考

して、ここでは、田方層とは別の賭として取り扱った。

この火山灰質粘性土罵には田方層中部層と同様に、カワゴ平起源と推定される軽石@浮砂がしばし

ば含まれる O この点、から見て、この粘性土層は田方層と同時異相の関係にあると考えられる O

(6) 田方平野北部では、黄瀬JlIによって搬出された富士山系の爵状地堆積層が、田方層を覆って分

布するO これが黄瀬川躍で、下部及び縁辺部の黒色砂層と、上部及び中心部の砂擦層から構成されるO

の北縁部は黄瀬j[I J曹の黒色砂層に覆われる O

(7) 以上の表層を更に覆う新期の堆積層として、湖沼性堆積層、後背湿地性堆積層、深沢JI[扇状地

堆積層がある O
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